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続・永松・大村：爆牲稲の選伝学的ならびに生理学的六曜　（1） ii9

媛性稲の遺伝学的ならびに生理学的研究

1　屡性稲の遺伝ならびに形態的特性

続 栄治・永松土巳・大村 武

Genetical　and　physiological　studies　on　the　dwarf

　　mutants　of　rice　plants　（Oryza　sativa　L．）

1．　Genic　identification　of　dwarf　mutants　and　their
　　　　　　斑0：r茎）h◎1◎9圭cal　ch＆：rac宅e：dst圭CS

Eiji　Tsuzuki，　Tsutsumi　Nagamatsu

　　　　and　Takeshi　Omura

緒 言

　植物の倭性は野生植物・栽培植物を通じ現在まで数

多くみいだされ，それらは劣性の突然変異によって生

じたものと考えられている（まれに優性突然変異も存

在する一杉本エ923）．これら倭性は代謝過程の欠陥に

よる組織の分化・発達の異常に起因するものと推測き

れ，震性形質の発現機構は，高等植物の遺伝子の三二

機作を解明するために興味ある問題を提供するもので

ある．

　遺伝的駿性については，Phaseogus　vulgaris（Brian

et　al．　1954），　Vieia　faba　（Brian　and　Hemming

1955），P醜灘5傭躍摺（Brian　and　Hemming　1955），

Zea　mays　（Phinney　1965），　Lycopersicum　esculen一・

tum　（Seest　1959），　Legium　perenne　（Ceeper　1958），

Oryza　sativa（中山1954；鎌i田ら1960）および

Pkarbitis　nig（H：irono　et　al．196◎）などの植物で研

究され，屡性遺伝子と植物ホルモンとの関係が示唆さ

れてきた（Van　Overbeek　1935，　Brian　1955，

PkiRRey　1956）．

　イネの屡性には多くの系統がみいだされ，遺伝な

らびに連鎖関係についての報告は多数にのぼるが

（Parnell　et　al．1922；杉本1923；三一1925；Kadam

！937；盛永・福島1943；Nagao　and　Takahashi

1963；永松・大村1963），二丁稲の遺伝生理に関する

研究はきわめて少なく，中山（1937，1939，1940，

！954）および雛珊岸本（1969）の報告があるにすぎ

ない．

　著者らは屡牲稲の形質発現機溝を明らかにする警的

の下に屡性稲の遺伝ならびに形態的特性，および植物

ホルモンに対する反応など一連の遺伝・生理に関する

実験：を進めている．

　本報告では，屡性遺伝子の同定と爆性稲の類別を試

み，さらに，各遺伝子型に基づく形態的特徴を把握す

ることによって，各屡性遺伝子の形質に及ぼす作用な

らびに遺伝子の発現時期について調査した結果をまと

めた．

材料および方法

　実験1　遺伝子の同定と分類

　本実験に用いた材料は屡性稲21品種，連鎖分析用

（Fl，　F3，　HO）37系統である．これらの系統名（品

種名），取り寄せ年次および：取り寄せ地名をeg　1～2

表に示した．

　交配は鎗60年から1§§5年まで附属農場において温

湯除雄法によって行ない，F，植物は学内コンフリー

｝水田で，またF2植物は附属農場において当教室の慣

行法で栽培した．調査は：F1，　F2ともに生育途中数回

と成熟乾燥後に行なった．

　実験2　形態的特性

　実験1からえられた結果に基づき，8型の巾から倭

性程度の顕著な§型を選出し，代表6晶種を実験に供

試した．すなわち，大黒，長茎大黒，タ委性白笹，屡桿

白笹，小白玉錦および分けつ稲である．なお対照品種

として農林！8号を用いた．

　胚および胚乳の重さ

　玄米鴛粒を30℃定温器内で蒸留水に7時間浸漬

したのち，外科用メスで胚乳部より胚をはく離し，

105℃で24時間乾燥し，デシケータ内で冷却したの

ち，1粒つつ秤量した．
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Table　1．　Materials　used　in　this　experiment　（Dwarf　type）．

No．

ffg　532
ffo　533
relo　534

Mo　535
Ho　536
1io　537
王｛0　538

Ho　539
Ko　540
110　541
Ho　543
No　544
Ho　545
ffe　54S
Ke　549
Ho　550
110　552
Ho　556
Ho　557
ffo　563
Ke　56S

Name　of　variety

1）aikok鷺

Daikoku
Ch6kei・一daikoku

Murasaki－daikoku
Watari　bune　gawari
S6toku　gawari　No．　1
S6重◎k鷺gawar圭No．9
Waisei－skirasasa
Tankan－shirasasa
Waisei一一shinriki

Omachi－gawari
Shinriki一一hen－ishukuto

Ehime－shinriki
Kikei－baxx・一shin；iki

Kairy6－a量kok登一hen一（圭aik◎k縫

Miyazaki　No．　3
Murasaki－waikei－mochi
Shinkane－aikoku
Sekitori－nygawari

Ketake－tamaRishiki
Bgnke宝su一塞o

Year　collected

3
6
4
3
4
4
4
3
3
3
4
3
．
4
9
8
3
3
5
5
5
0

2
3
2
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

（
ソ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

噌
三
二
主
1
1
1
1
1
4
主
1
1
1
1
鰯
1
等
号
1
1
1
1
1
1
噌
三

Source

K圭難ai

Kyoto　Univ．
Kinai
Ki徽ai

K6no＄u
Ki並ai
：Ki蕪ai

Saga
Saga
Saga
Kinai
Saga
KiR撮
Ky犠sh疑U薙iv．

Kin獄i

K6簸osu
K6nosu
K6難os瓢

Note；　Kinai：　Kinai　dranch　of　the　National　Agricultural　Experiment　Sta．

　　　　K6nosu：　K6nosu　Farm　of　the　National　Agricultural　Experiment　Sta．

　　　　Saga：　Saga　prefectural　Agriculturai　Experiment　Sta．

Tab韮e　2．　MaterialS竃ユse（圭i11重his　exper三ff｝e難も

　　　　　　（Linkage　tester　plants）．

Strain
No．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
3
0
◎
0
0
0
0
0
0
◎
0
0
0

噸
玉
誓
三
・
亜
1
1
1
1
1
膣
三
曜
三
1
1
1
1
1
1
噌
三
喧
1
一
｝
I
l
・
1
至
℃
1

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
H
H
H
H
H
H
H
H
霊
H
H
H

3
7
1
0
1
7
1
8
1
9
2
0
認
2
6
3
8
4
4
4
5
5
1
認
6
2
8
6
9
0
9
3
2
5
3
6
舶
5
1
3
7
1
7
9
7
1
3
1
8
4
4
7
2
8
3
8
8
％
9
8
0
2
0
6
8
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
壌
∴
主
－

Combined　characters

ど9，c，瓦d（◎machitscrawar三）
　gg，　iax，　C，　A

lg，　dp

lg，　C，　A，　d（Ch6kei－daikoku）
lg，　d　（Sekitori－gawari）

　dl，　d　（Ch6kei－daikoku）
　d∫，｛多（Murasaki－da圭kok犠）

dl，　d　（Omacki－Gawari）
　dl，　C，　A，　d（Kotake－tamanishiki）
dl，　tri，　C，　A

ch，　d　（Waisei－shirasasa）
eh，　d　（Tankan－shiras¢asa）

cゐ，4（B撒ketsu一七〇）
ck，　d，吻
ck，　tri，　．s

wx，　d　（Bunketsu－to）
sl，　g

d　（Ch6kei－daikoku）
lg，　ws，　sp

lg，　dl，　la，　d（Ch6kei－daikoku）

g，　gg，　d　（TaRkaR－shirasasa）
lg，　d　（Shiukin－aikoku）

la，　d　（Kotake－tamanishiki）
Ph，　Pr，　d　（Shinkin－aikoku）
g，　pd，　d　（Tankan－shirasasa）

ws（Shima　ine）
i　（lye－gasuri　Ng．　1）

lax　P9（MUfasaki－S◎鞍鷺一陣0）

s　（Funen－to）

dp2　（Mikazuki－to）
eg　（Katachoei－to）
tri　（Sankaku－ine）

．pd2　（Katsumen－byo）
pdi　（BaR－Shinriki－byogata）

bc（Ka難緯aZU－ine）
lg　（Murasaki－muyozetsu一一to）
dl　（Tareba・一ine）

　鞘葉の生長

　精選種子1区30粒を300C定温器内で48時間浸漬

し催芽させたのち，砂を入れたバット（2工×16×4．5

cm）に各品種13粒を播種した．25℃に保つた暗黒内

で生育させ，播種後3日目から8日碧までfEl　H　10個

体を測定し平均値で表わ．した．測定は赤色光下で行な

った．

　籾期生育および形態的特性調査

　一葉の場合と同様に催芽させ，苗箱（60×3◎．5×8．5

cm）にユ6粒を播種した，調査は播種慶7日目から1

週間お妻の4回行なつた．肥料は播種1日前に苗箱当

り，硫安，過燐酸石灰および塩化力iタをそれぞれ5霧，

79，39ずつ与えた，

　形態調査の場合は各品種の種子をウスプルン1000

倍液で消毎後，水洗して苗箱に播種：し，30日苗を学内

コンフリー｝水田（A・0×Lsm）に各品種！5魑体を

移植した．肥料はm2当り，硫安45・59，過燐酸石灰

58．Ogおよび塩化カリ26・2gを基肥として全面に施

した，生育調査は主稗について行ない，稗径は第3節

問（上位より）の二二部を測定した，

実験　結　果

　1　晶晶子の同定と分類

　交配結果の一・部を第3表に示した，遺伝子の同定の

結果，供試した駿性種をそれぞれつぎの8型に分類し

た．
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Table　3．　Comparison　of　culm　and　ear　length　of　parents　and　Fi　plants．

Year

謡
鑑
鷹
講
巻
斗
部
署
朧
講
螂
謝
謝
輝
輝
號
嶽

1
1
1
i
1
1
禮
－
｛
三
q
1
1
確
圭
4
三
確
三
1
1
1
4
三
4
1
尋
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Cross　combination

Ho　535　（41．1）×　Ho　545　（38．7）
Ho　　536　（47．0）〉〈Ho　　54』1　（37．8）

He　536　（47．0）×Ho　537　（44．4）
Ho　　537　（44．4）〉〈二縫。　　δ41　（37．8）

Ko　545　（38．7）×Ho　537　（44．4）
Ho　552　（46．0）X　Ho　545　（38．7）
Ho　　552　（46．0）〉〈｝董。　　δ33　（爆9。3）

Ho　552　（46．0）×Tlo　538　（45．6）

Fl　lg　（43．8）×Ne　53s　（45．6）

Fl　18（43．8）×He　533（49．3）
Fl　19　（66．6）×Ke　549　（70．4）
Fl　20　（49．3）Xffo　536　（4ZO）
Fl　2C（49．3）×Ho　552（46．0）
Fi　44　（49．1）×Ho　544　（6i．3）
F王　　　4荏　（49．1）〉＜至蓬0　　δ43　（6玉．5）

Fl　45（3Z　9）×ffo　550（49．7）
He　537　（44．4）×Ho　556　（57．8）

Fi　29（66．6）×Ho　563（52．4）
FI　　　l9（66。6）〉＜正正0　　552（46．0）

Fl　19（66．6）×Ho　568　（49，3）
Fl　19　（60．6）X　Ko　544　（61．3）

FI　20（49．3）X　Ho　568（49．3）
Fl　20（49．3）×Ho　534（66．6）
Fl　20　（49．3）×　No　556　（5Z　8）

Fl　26（52．4）×No　568（49．3）
Fl　26（52．4）×Ho　533（49．3）
Fl　　　26　（52L　4）〉〈正lo　　543　（61。5）

F1　　　26　（52．4）〉〈　Ho　　540　（37．9）

F1　　　44　（49．1）〉く　Ho　　545　（38．7）

Fl　44　（49．1）×Ho　563　（52．4）

Fl　45（37．9）×Ho　539（49．1）
Fl　45（37．9）×No　534（66．6）
Fl　86　（49．3）×Ilo　548（36．4）

Fi　pheno－type

dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwayf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
dwarf
normai
normal
normal
normal
normai
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal
normal

Cnlm　length

0
4
5
0
5
0
0
0
0
e
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

鎗
託
絡
鰍
瓢
免
駈
醗
激
砥
鎗
訟
藏
砥
α
訟
％
兇
α
主
％
琵
兆
％
職
臨
α
a
％
兇
虹
％
兇
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
ー
工
　
　
　
　
　
－
↓
1
1
↓

Ear　length

　（cm）

0
0
6
5
2
0
0
0
5
5
◎
5
0
5
荏
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0

a
鳳
蹴
昆
姓
砿
鉱
鍬
琢
鳳
鳳
砿
捻
嫉
捻
珪
鉱
飢
鎗
飢
翫
飢
蛾
鉱
鉱
蝕
凪
皿
鳳
器
蹴
逸

（　）　represents　culm　1ength　of　parents． ＊；　Not　measured．

　1　大黒型：桿長，穂長，葉身長，粒長の短縮が顕

著で，典型的な倭性を示している．

　所属品種；大黒（2品種），紫大黒，渡舟変，相徳

変1号，同9号，愛媛神力，小粒神力，爆性神力，紫

媛型モチ

　II長茎大黒型：大黒に似ているが，稗長，穂長は

長い．着粒が密で粒は短円形を呈している．

　駈属品種；長茎大黒，改良愛国変大黒

　m　倭性白笹型：稗長，穂長は短かく，粒形のタ委小

化が著しい．程毛の着生がみられず，表面はなめらか

である．

　瞬属品種；屡性白笹，雄町変，神力変萎縮稲

W　短桿白笹型：下位の節聞の短縮が著しく，草姿

は叢性を呈し，穂の抽出が不完金である。

　所属晶種；短桿白笹，宮崎No．3

　V　小丈玉錦型：桿長，穂長が短いほかは比較的正

常型に近い．

　所属品種；小丈玉錦

VI分けつ稲型：分けつの発生が著しく，正常種の

5～6倍に及び稗，穂，葉身は繊細である．

　所属品種；分けつ稲

　VII崎型晩神力型：外観的には分けつ稲とほぼ同

じ草性を示している．

　駈属品種；崎型晩神力

　VIH　信金愛国型：桿長は比較的長いが，粒形は円

く，小さく着粒が粗である、

　謬嘱品種；信金愛国

　2　F，の分離

　屡性稲と正常穏との雑種について

　Flの表現型およびF2での分離をまとめて第4表

とした．同表から，Fiの表現型は正常となり，瑞の

分離は正常：繧性が3：1を示すことが認められる．

従つて供試したいずれの綾性稲も単一の劣性遺伝子に

よつて支配されていることが判明した．

　3　胚および胚乳の重さ

　胚および胚乳の重さを第5表に示した．胚について

みると，分けつ稲，短桿白笹が最も重く，0．70mgを

示し，農林！8号の0．68　mgを上廻つたが，有意な差



122 学芸雑誌　 第25巻第2暑

Taも玉e　4．　Segreg滋圭◎無搬ode　o簸‘‘dwar歪，，．

Year Cr◎ss　c◎斑…）呈】窪a重罰。】臣 Fi　pheno　type　F2　segregatien x2　value

1964
1964
1963

1965
1963
1960

1965
・1961

196i

1964
1％婆

1964

1964
1963
i963

1964
1964
1963

1965
1963
1963

Daikoku　type

　Ho　613　X　Ho　533
　Fi　62　X　Ho　533
　Ho　696　X　Ho　533

Ch6kei－daikoku　type

　Fl　136　X　FI　10
　Fl　17　X　FI　7
　Ho　788　X　Ho　534

Waisei－shirasasa　type

　Fl　　3＞くHo　618
　Ho　597　X　FI　22
　Fl　51　X　FI　22

TaRkan－skirasasa　type
　Fl　　　　58　＞〈　F王　　　14C

　FI　　　　45　＞く　Ho　　　672

　He　613　x　Fl　140

Ko捻ke一重蹴a猛i曲iki重ype

　He　563　X　FI　93
　Ho　563　X　FI　93
　難　　　90×F3　　　6

Bu難ke重s登一沁重ype

　F3　6XHe　568
　Ho　568　X　Ho　668
　Ho　　　568　＞く　FI　　　125

Shinkane－aiKoku　type

　Fl　151　X　FI　38
　Fl　151　X　Ho　672
　F3　17　×　Ho　702

Normal
Normal
Normal

Norrnal
Norrnal
Normal

Normal
Normal
Norma｝

N◇r搬a玉

Ner搬al
Nermal

N◇欝撮a玉

Nor搬al
N’oど搬隷1

Normal
Normal
Normal

Normal
Normal
Normal

Norma1　Dwarf
　　413：　152

　　138：　48
　　562：　203
　1113：　403

134：　48
579：　218

291：　92
1004：　358

146：　57
432：　150

219：　69
797：　276

297：　llO

2？7：　93

270：　86
844：　289

90：　31

240：　8C
364：　12C

694：　231

320：　108

1姦2：　49

K6：　37
608：　194

152：　42

Kl：　49
97：　31

384：　128

1．　0908

0．　0645

0．　9625

2．　1178－2．　0263

O．　1832

2．　3525

0．　1595

2．　6952－1．　1645

1．　0263

0．　1856

0．　1667

1．　37s6－1．　033g

0．89圭9
0．　0036

0．　1348

1．　C303－0．　1670

O．　0248

c．　occc

O．　Cli2

D．　0359－O．　eC25

O．　O124

0．　0436

2．　2313

2．　2873－O．　3036

1．　1615

0．　0632

0．　0417

1．　2664－O．　3751

Tab1e　5．　Weight　of　embryos　and　endosperms　in　dwarf　irce　plants　（mg）．

｝D・ik・k－C滑石k。　IW轟る。，縦

Embryo

Endosperm

1　O・　52，±，9b38＊’　＊“

11λ6嵩ム：ぎ；＊”

IO・52，±，988“＊’＊

Tankan脚
shirasasa

｝α6議17階謂7

舗蓋霊hiki｝8雌k…虚・

α蟹乙17！α1？謬う15

Norin
No．　18

i噌あr616

1’7・9瀦＊＊＊11耀：1ず塞「161爾＊ア1嚇翻劉160自8：81＊＊「20（？あ㌔1

Mean　value　of　10　individuals．
＊＊＊；　Significant　at　O．1％　level．

　＊；Sig簸ificant　aも5％1eve王．

は認められなかった．これに反し，大黒は最も小さく

長茎大黒がこれにつぎ」そ．れそれO．53，0・54mgで，

農林18号に比しきわめて小さかった．倭性白笹，小

丈二二はO．　62，◎．63　mgで両者のほぼ中間を示した・

胚乳の重さは胚と異なり，小丈玉絹が最も大きく農林

18号の2◎．0　mgを上廻り，分けつ稲，短桿子笹，長

茎大黒がこれにつづいたが，農林18号には及ばなか

った．大黒，屡性白笹はきわめて小さく農林エ8号の

60％にすぎなかった．

　4　鞘葉の成長

　鞘葉の生長曲線を第i図に示した．鞘葉長は播種後

7Nで最大に達し，その後の弓長はみられなかった．

二種間差異は播種後3臼9からみられた．3日目の二

葉長は，胚の大きさと平行的な関係にあり，分けつ

稲，短稗白痢は大きく，大黒は小さかった．　7日罠の

調査では農林i8号は2．5c搬であるのに萢し，分け

つ稲は2．9c搬であった（1％で有意）．一方，大黒

の鞘葉長はきわめて小さく1・3　cmにすぎなかった・
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F圭9．1。Growth　c簾ve　o£COP笠eeptile　i籍

　　　　面arhice　p玉anそS．

短桿白笹は3臼目の調査では農林18号を若干上廻る

が5日以降は農林ユ8号に劣った．

　5　草丈およ：び分けつの推移

　幼農期の草丈，分けつ数および葉数について調査し

た結果をまとめて第6表とした．草丈は播種後1週間

で品種間差異がみられ，分けつ稲が最も大きく，短桿

白面がこれにつづき，最も小さかったのは倭性旗師で

あった。播種後2週間でその差はさらに顕著となり，

分けつ稲が：最も大きく，長茎大黒，小丈玉錦，二丁白

笹はほぼ等しかった．

　分けつ稲は多けつ性を示す点で他の倭性稲と著しく

異なっており，播種後14日掛すでに分けつの発生が

みられ，2エ日後には2，7本が数えられた．これに対

し，他の駿性稲では21日目に0。9～1・6本がみられた

にすぎなかった，

　つぎに屡性稲と正常稲との草丈を比較すると，播種

後7日で大黒，媛性白笹，小丈玉絹および長茎大黒は

農林18号に劣るが（1％有意），分けつ稲，短稗白笹

は農林エ8号との間に差はなかった．14　N以降はいず

れの屡性稲も農林18号との間に有意な差が認められ

たが，分げつ稲，短程白笹および長茎大黒は大黒，小

丈玉錦に比してその差が小さい．

　移植後の草丈の推移を示すと第2図の通りで，．大

黒，屡性白笹，小丈玉錦ならびに派益大黒は上述のよ

うに農林28号と比較して生育の初期から小さく，生

育の中期，後；期においてはさらに小さくなっている．

分けつ稲は7月鐙ヨの調査では農林18号と大差はな

いが，その後の伸長は緩慢で生育後期においては大黒

との問に大差はない．短資白磁は生育申期（7月24

B）までは生育が旺盛で農林18号と大差はなく，そ

Table　6．　Growth　of　seedling　in　dwarf　rice　plants．

7　days
after

sowmg

i4　days
aft曾r

sowmg

21　days
after

＄owmg

28　days
aftgf

sowlng

Plant　（cm）
height
No．　of

ti11ers

Ng．　of

leaves
Plant　（cm）

heig臆
No．　of
tillers

No．　of

至eaves

Plant　（cm）
height
Ne．　ef
tillers

No．　of

leaves
Plant　（cm）
height
No．　of

斑1ers
No．　of

leaves

Daikoku

5．　2±

　　O．　5＊＊

3

10．　2±

　　3．　2＊＊t＊

4．　8

17．　0±

　　O．　9＊＊＊

　1．　O

6．　4

19．　1±

　　O．3：y－a：＊．

7．　0

Ch6kei－
daikoku

5．　0±

　　o．　3＊＊：g

2

13．　3±

　　C．　5＊＊＊

4．　0

21．　9±

　　4．　9＊・　＊＊

　O．　9

6．　0

21tT．　3；

　　O．　8＊＊＊

6．　8

Waisei－
Shirasasa

荏．8十〇．4，＊＊＊

3

12．6g－O．8＊＊＊

4．　2

21．　4十　O．　8＊＊＊

1．　1

6．　1

23．　3十1．　0；k一　＊・　一ri

6．　9

Tankan－
Shirasasa

5．　5十　1．　C

3

15．　6　十　1．　2＊＊＊

5．　0

22．　1十　1．　2＊・　＊＊

L3
6．　7

額宣撫hikiB・・k・騨・

4．　8十　O．　5＊＊＊

3

13．　2十　O．　7＊＊＊

5．　9＋　O．　6

3

1Z　3＋　O．　7＊

O．　7

Norin
No．　18

4．　9

20．5＋O．7＊x；＊

玉．6

6．　8

25．　3．　十〇．　9＊＊＊

7．　1

21．　6十　O．　6＊＊＊

7．　1

6．　1－1一　O．　8

3

4．　C

18．　4十　1．　2

4．　0

24．　1？r　＋　1．　1＊＊＊12s．　2　±．　1．　3

2．　7

6．　0

1．　5

6．　0

25．　6＋　1，　1＊“＊・＊130．　5十　O．　7

7．　0 7．　0

＊寧＊ GSi窪且ifica獄亡a士α1％1eve1，　＊審；Signif玉can重a重1％1eve1，　＊；Sig黛ifica鍛亡at　5％1eve1．

一；　Not　observed
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Fig．　2．　Growth　curve　of　dwarf　anct　normal　rice　plants．
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憩室

誓　go

婁8。
篇　75

も　3。

o’

　　20

2C

　　　一一＿岬酬4Bun］《ets斌一to

痴蓑a登一曲董rasasa
N6rin　No．　18
K6take－tamanishiki
Waisei－shirasasa

ムDa量koku
Chskei一｛至a玉koku
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　　　　Daをes　◎f　雛OS疑re蟄e芝暴；S

Fig．　3．　Develepmental　curve　of　tiilers．

の後の神長が緩慢となる．

　分けつ数についてみると，分けつ稲は生育初期より

分けつの発生が著しく他の品種をはるかに上廻り最高

分けつ期には鎗◎本にも達した．他の品種間には大差

はなく農林ユ8号とほぼ同様であった（第3図）．

　6　稗・穂・粒およびその他2・3の形質

　1）稗の特性　　桿の特性について調

査した結果を示すと第7表の通りであ

る．草：丈においては分けつ稲が最も短か

く60cm前後で，長茎大黒は80　cmを越

え最も大裏かつた．桿長は短程白笹が最

も短かく，屡性白笹，大黒，分けつ稲が

これにつづき，長郷大黒が最も長く67

伽に達し，その差はおよそ30　cmに及

んだ．小丈六錦は草丈，盗癖ともに両者

の中島を示した．草丈と駅長との問には

必ずしも平行的な関係はみられず，草丈

に比して稗長が小さく葉身が穂上に抜き

出ている型がみられた．その程度は型に

よって異なり，これを表示するために

｛草丈一（葎長÷雨漏））を算卜し，語り

に穂の埋没度と称した．素面白面は埋没

度が大巷く草姿が叢性を呈している．大

黒および爆性白笹も埋没度は比較的大き

く，桿長は草丈に比し小さかった．小詮

索錦，分けつ稲および長茎大黒は埋没度

は小さい。程径および桿：重をみると，大

黒が最も大きいのに対し，分けつ稲は最

も小さく，他の型は両者のほぼ申問値を

示した．

　2）　穂の特性　　穂の特性について調

査した結果を示すと第8表の通りであ

る．穂数は分けつ稲が4◎本ときわめて

多く，他は短三白笹および屡性白面の

8・7本から・j、走読錦の5・1本にわたって

分布し概して少ない．穂長では倭字稲問に大差はなく

22～！5cmの範囲であ。た．

　1穂粒数は大黒が大きく，爆性愛笹，短桿白癬，’長

茎大黒の3型がこれにつづくが，3品種間には大差は

認められなかった．小丈玉錦はさらに小さく，分けつ

稲では1穂粒数怨と極端に小さい．1次枝梗数では

Table　7．　Merphological　characteristics　of　culm　in　dwarf　rice　plants．

Plant　height Culln　le蔽慧嶺　B瞬ed
　　　　　　　　　degree＊
　　（cm）

Weig撮of
　culm
　（g）

Dia斑e重eど

of　culm
　（mm）

1）a意◎k穏 7◎．8 49．3 6．9 3．7δ 8．86

Ch6kei－daikoku 84．1 66．6 3．2 2．81 7．90

Waisei－shirasasa 73．2 49．0 12．6 2．21 6．07

Tankan－shi童asasa 68．6 37．9 』19．2 2．56 8．30
：Ko重ake一捻雛a難i曲ik圭 67．9 52．護 一〇．01 1．婆2 5．77
8狐nk：e重SU一亡0 61．6 49．3 0．1 ◎．39 2．80

Norin　NQ．18 101．3 87．3 一7．7 3．15 7．00

＊；B糠∫三ed（ie墓ree；Pla獄重heigh毒一（c穫1磁1e簸9重h十Ear玉exx慕重h）。
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Table　8．　Morphological　characterfstics　of　ear　in　dwarf　rice　plants．

Da－ikeku
Ch6kei－daikoku
Waisei－shirasasa
Tankan－shirasasa
Kotake－tamanishiki
Bunketsu－to
Norin　No．　18

Ear　le礁9重h

　（c搬）

14．　7

14．　3

1L　6
11．　7

15，　1

12．　2

21．　7

No．　of　ear
per　P至a無亡

バ
リ
S
ハ
φ
◎
〆
1
5
1

〆
◎
ツ
‘
ツ
よ
Q
！
5
！
0
6

　
　
　
　
　
3

Ng．　of　grain
ρe∫pa鍛ic三e

122．　8

68．　5

77．　5

70．　0

38．　2

19．　3

100．　0

No．　of　primary
　　rach圭S

・
三
8
1
4
0
0
1

8
6
8
8
7
3
0

　
　
　
　
　
　
1

Taも韮e　9。　Charac重er圭s重呈cs◎ξgra一篇圭識dwar歪r三¢e　plants。

Daikoku
Ch6kei－daikoku
Waisei－shirasasa
Tankan－shirasasa
Ko｛；ake一もa搬＆簸ish圭k三

B縫Rke重S｛王継重（》

NcriR　No．　18

Length　of
　grain
　（mm）

0
3
3
6
4
南
2
7

5
鮮
◎
5
5
ツ
属
㎞
！
！
◎

Wid癒of
　grain
　（mm）

ド
D
8
2
5
F
◎
0
5

3
3
3
3
3
3
3

ThickRess
of　grain
　（mm）

3
3
3
5
5
2
2

2
2
2
2
2
2
2

Length
Width

1．　42

1．　47

1．　65

1．　42

2．　I1

2、荏◎

1．　91

Weight　gf
100　grains
　（g）

1．　05

1．　77

1．　15

1．　85

2．　24

1．　82

2．　65

Table　10．　Results　mea＄ured　of　some　some　characters　in　dwarf　rice　plants．

of　leaf　blade
@　　（cm）

Maximum　I¢n霧th1Maximum　Iength
@　　　　　　　　　　　　　　of　leaf　sheath

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　（cm）

No．　of
撃?≠魔?

Degr¢磁of
≠獅№撃?@of

獅≠〟@leaf

No．　of　days

狽潤@heading

Da圭k：oku
Ch6kei一｛至a意：（》k雛

Waisei－skirasasa
TankaR－shirasasa
Kotake－tamahishiki
Bunketsu－to

41．　6十　2．　4
45．　3一一一f一一　3．　C

49．C十3．0・
s3．　ol　s．　3

41．　5十　2．　6

4α2王2，・4

19．　5十　O．　5

25．　1：t　1．　4

27．6十C．7
27．　6：＋　2．　7

22．　6十　O．　7

18．5：tO．3

20．C±O．　O　1　IO．　o±　2．2
is．　ol　o．g　1　33．51　s．3

王9．2一｝一王．4　　　　　　一＊
lg．　g：十〇．　g　1　3s．　srs：　6．2

17．0一ト0．0　　　　53ゆ5ヨ≡15．0

16．o：t　O．　o　1　31．1ww＋wh　6．9

108．　8十　1．　4

112．　2：一1一　L　4

115．　5　一｝一　O．　8

113．　6：t　1．　9

99．　7＋　O．　8

99．　0：＋　O．　6

＊；　Not　observed．

分けつ稲は少ないが，他の品種間には大差はなかっ

た．

　3）粒の特性　　粒の特挫について調査した結果を

まとめて第9表とした．粒幅および粒厚においては倭

性稲間に顕著な差異はみられないが，粒長においては

若干その差が認められた．すなわち，小丈玉錦および

分けつ稲は二丁が大きく，農林18号を上廻り，大黒は

最も小さい．従って粒形指数（長／幅）は後者（1．・42）

において小さく，粒は円形を呈している．これに反

し，前者（2．11～2．　40）は細長い形を示している．短

桿白笹，長茎大黒，屡性白笹の3品種は大黒に近い

（1．42～1．65）．丁重では小丈玉錦は大きく，大黒，屡

性白笹は小さかった．

　4）その他の形質　　その他2・3の形質について

調査した結果をまとめて第鎗表とした．葉身・葉鞘

長とも，短桿白笹および倭性白笹は大嚢く，分けつ

稲，大黒は小さかった．上葉の角度は大黒が最も小さ

くほぼ直立であった．他の品種も小丈玉錦を除き概し

て小さい．なお倭性白笹は講査出来なかった．

　葉数は大黒が最も多く2◎葉を数え，短桿白磁，爆

盤白笹は19葉で，これら3品種は農林エ8号の18葉

より多かった．分けつ稲，小丈玉錦は16・17葉でや

や少なかった．出穂期は葉数と密接な関係がみられ，

葉数の少ない分けつ稲，小丈玉錦は早く，短桿白笹お

よび他の品種は比較的おそく，農林18号とほぼ同様

であった，一般に屡性稲の葉色は濃緑を呈している

が，分けつ稲，倭性白笹は比較的淡緑であった．mu

方，大黒，長茎大黒，短骨白笹は濃緑を示し，大黒と

爆性白笹の差異は葉形，葉色，粒色において顕著であ

る．長茎大黒は二二受粉を行ない，他の品種と異なっ

ている．

　7　農林18号に対する各形質の割合

　大黒：秤径．1穂粒数において農林18号を若干上

廻るが，他の形質は小さかった．この型は各種の形質

の爆小化が顕著で，典型的な屡性を示している．

　長茎大黒；桿長ならびに草丈は農林18号に若千劣
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Table　11． Comparison　of　each　character　in　dwarf　rice　plants
with　Norin　No．　18（％）．

Daikoku
Ch6kei－daikoku
Waisei－shirasasa
Tankan－shirasasa
Kotake－tamanishiki
Bunketsu－to

Norin　No．　18

Plant
height

48．　9

78．　8

66．　8

69．　8

68．　9

56．　5

122．　8

Culm
length

54．　0

86．　0

68．　3

39．　5

71．　8

5Z　3

88．　3

Ear
length

68．　2

64．　5

59．　3

57．　0

84．　1

63．　5

21．　4

No．　of

　ear

70．　5

72．　4

87．　8

117．3
95．　5

597．　4

15．　6

　No．　of

　graln
per　panicle

0
1
r
D
6
1
8

9
6
0
9
3
0

0
6
1
6
7
‘
2

1
　
　
1

151．　3

Diameter
of　culm

110．　0

119．　5

102．　4

87．　8

95．　1

46．　3

O．　41

Weight　of
100　grains

68．　4

54．　4

59．　2

70．　4

99．　2

81．　3

2．　75

る程度だが，穂長，1穂戸数，100粒重はそれぞれ

50～60％にすぎない．

　駿性白豆：桿径においては農林ユ8号を上廻るが，

他の形質は農林ユ8号の60～80％である．

　短桿白笹：穂数においては農林18号を若干上廻る

が，桿長・穂長の割合は小さく40～50％である．こ

の型の特徴は埋没度が大きいこと，すなわち，下位の

節間の著しい短縮により，波長が草丈に対してきわめ

て小さいことである．

　小丈玉錦：いずれの形質も農林18号に劣るが，外

観では屡虚蝉間で最も正常型に近く，倭性の程度は小

さい．

　分けつ稲：穂数が非常に多く農林18号のおよそ6

倍であるが，他の形質は小さく特に1穂打数は20％

にすぎない（第ユ1表）．

考 察

　倭心稲21品種を供試し交配を行ないそのF、の表

現型およびF2の分離から，これら心性稲は単一の劣

性遺伝子によって支配されていることが認められた．

この結果は盛永ら（1943）の報告と同様である．

　盛永ら（1943）は外部形態の特徴に基づき29品種

の屡性稲を　1．相徳変1一型（所属品種1），II．大

黒型（12），III．短桿白笹型（4），　IV．屡性白一型

（7），V．分けつ稲型（3），　VI．盆栽稲型（1）お

よび　VII，小丈玉算型（1）の7型に分類した．著

者らは遺伝子の固定と形態的特徴に基づいて倭性稲を

つぎの如き8型に分類することを試みた．すなわち，

1．大黒型（所属品種ユ0），II．長野大黒型（2），

III．屡白白同型（3），　IV．白白白白型（2），　V．

小丈玉錦型（1），VI．分けつ稲型（1），　VII．崎型

晩神力型（1）およびVIII．信金愛国型（1）であ

る．著者らの分類と盛永らのそれを比較すると，長虫

大黒，碕型晩神力および信金愛国を独立の型とした点

および相徳変1号，渡舟変を大黒型lg．，改良愛国変大

黒を長子大黒型に加えた点において相違が認められ

た．本実験には盆栽稲は供試されなかった．

　Nagao　and　Takahashi（ユ963）によって報告され

た屡性稲（dl～dg）と本実験に用いられた屡性稲との

関係をみると，短桿白笹はd6に，大黒はdlに相当

すると思われるが，他の品種については現在のところ

不明である．最：近の永松・大村（ユ963）は崎心霊神力

についてd、。なる遺伝子記号を与えた．

　Van　Overbeek（1935）は1委’性トウモロコシ（Zea

mays）の鞘葉と中茎を観察し，1）中茎，鞘：葉ともに

短縮する型，2）中茎は短縮するが，鞘葉は全く常吉

と異ならぬ型の2型を報告し，中山（1941）は倭性稲

（Oryza　sativa　L．）の夷，大黒，小大黒の3品種を供

試し，中茎，鞘葉ともに常座に比べ著しく短かくなる

ことを報告している．著者らの用いた屡性稲6型では

鞘葉に関して，Overbeekの指摘する両型がみられ

た．すなわち，大黒，長型大黒および倭面白笹は鞘当

の伸長がきわめて小さく，分けつ稲は最も大きく農林

18号を上廻っていた．短桿白血，小画引錦は分けつ

稲についで大きかった．

　中山（ユ941）は胚の発育を詳細に追跡し，胚全長・

幼根長・胚重を測定した結果，胚発育の時期には屡性

遺伝子の作用はほとんどみられず，浸種後18時聞で

は顕著になると述べている．著者らが胚の重さを測定

した結果，倭性稲間に差異がみられ，この差異は鞘葉

長のそれと一致し，大黒，長茎大黒および屡卵白笹は

正常型に比べ，胚重・鞘葉長ともに小さかった．さら

に幼二期の草丈も生育の初；期から小さかった。このこ

とは大黒，長茎大黒および屡性白痢は生育の比較的初

期の段階で正常型と異なることを示唆するものであろ

う．

　分けつ稲ならびに短桿白笹は胚重・鞘葉長・幼苗長

ともに農林ユ8号と大差なかった．分けつ稲は分けつ

の発生が著しく分けつの発生と前後して草丈の伸長が

緩慢となる．また短桿白笹は生育の申；期から後期にか
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けての野間伸長期において小さくなり，節問長の解析

結果，下位の節間の著しい短縮が認められる（永松ら

1963）．これらの結果は前述の大黒らの4品種と異な

り分けつ稲は分けつの発生と，目切白毛は節問の伸長

と倭性遺伝子の作用との間に密接な関係が存在するこ

とを示唆するものであろう．

摘 要

　短i性稲問ならびに二二種と他の系統（懲・H◎系統）

との間に交配を行ない屡性遺伝子の同定を試み，さら

に各遺伝子型に基づく綾性心の生育解析ならびにその

形態的特徴を調査した．

　供試された二男稲21品種はすべてPt一一・の劣性遺鼠

子によって支配されていることが認められ，遺転子の

同定と外部形態の特徴から屡性稲を8群に分類した．

　初期生育ならびに生育の追跡から倭性稲の生育型は

2群に分けられ，大黒・倭性白鞘・長茎大黒および小

丈玉錦は生育の初期から伸長が小さく，分けつ稲およ

び山鼠白笹の初期生育は正常種と大差なかった．分け

つ稲は分けつの発生と前後して，また短四白笹は磯間

挿長期より生育が劣える傾向が認められた。このこと

から，分けつ稲の遺伝子は分けつの発生と，また短桿

白面のそれは下位の節間の伸長と密接な関係があるも

のと＝考えた．
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＄ummary

　　　Various　kind　o£　spontaneous　and　artificial　dwarf　mutants　have　been　found　so　far　in　culti－

va重e“廊e　p至a崩（Oryia　satiya　L．）1毛is　ass臨ed重ha昆waτf録ess圭s　ca登sedもy抜e　a樋or燃1

d圭fferentia重圭On　a撮deVe10碑e撤◎ξ徳e　Org雛Sもy　mea蕪S。董癒e　dearraftgement　i難漁e懲e重abO薮C

processes．

　　　As　it　was　thought　that　dwarf　mutant＄　rnight　be　suitable　for　studying　the　gene　action　in

higher　plant，　the　authors　have　engaged　in　the　genetical　and　physiological　studie＄　on　the　dwarf

：雛饗ta難重S　O£riCe茎）1a鷺重s．、The茎》£ese墾もpaper　dea1S　翼iもh　簸｝e　resU玉重S　◇麦　重he　ge鍛iC　Classi五Ca重i◎識

a下欄orpho匪09圭ca三i簸ves重圭ga重io簸of　each　type．　Twe撹y磁e　varie亀ies◎ξdwarf瓢穏綴批were

crossed　each　other　and　with　1inkage　testers．　From　the　resu1ts　of　the　progeny　test，　it　was　con－

firmed　that　all　of　the　dwarf　mutants　used　in　this　experiment　were　sirnple　reces＄ive　to　normal

type，　and　these　mutants　were　classified　into　following　8　types．

　　　　　　　　　Type　　　　　　　　　　翼q◎至var至0重ies圭蓑C玉秘ded

の
　
　
　
の
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
　
の
　
　
　
リ
　
　
　
サ
　
　
　
の

Da圭koku

Ch6kei－daikoku

Waisei－shirasasa

Tankan－Shirasasa
Ko重ake一重a燃a無圭shik圭

Bunketsu－to

Kikei－ban－shinriki

Shinkane－aikoku

　　　Gτ◎W癒ana玉ysis　a撮重he　i蕪ves愈igati◎雄0だ

P至a滋swere　made圭ft　C◎搬par圭SO蕪W圭雛n◎r撚王

seedling　height　of　Daikoku，

than　those　of　a　normal　variety．

genes　in　these　varieties　exert　re！atively　in　early　stage　of　growth．

　　　0薮廊e◎癒er　kand，：Bgnketsu一重。　a難d　Ta臓ka琵一sh圭rasasa　were　aも。厩窓he　sa憩e　as　a塁◎m｝al

var圭晦，　c‘・Norifi　No．18”，　i捻we三9臆。ξaR　e抽τy◎，圭誰leng癒。至徳e　c◇leoptile　a撮…R　the　seed－

ling　height．　Bunketsu－to　reduced，　however，　the　elongation　of　piant　height　after　the　time　of　de－

velopment　of　tillers，　and　Tankan－shirasasa　is　suppressed　in　the　elongation　of　ba＄al　internede，

These　results　may　suggest　that　the　dwarf　gene　of　Bunketsu－to　is　closely　related　to　the　develop一

紐e蕊亡。ゴ重銭玉ers，　a蕪d◎f　TaRkaxx－shirasasa　e玉。鍛ga重i◎n　of　至礁£er無Gde．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　搬◎fpho玉◎gi㈱玉characteτistics　of捻e面arf　rice

　　　　　　　　　　　　　　　　◎難e（N◎r圭隷N◎．18）．The　length　of　c◇王e◎P斑e　a磁

Waisei－shirasasa　Ch6kei－daikoku　and　K：o重ake－tamanishiki　are　shorter
　　　　　　　　　　　　　　ゴ

　　　　From　thes¢facts，　it　is　supposed　that　the　actio瓜of　the　dwarf


